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六角川洪水調整池
（予定地）
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【六角川洪水調整池】
●貯水容量 ： 約４００万m3
●貯水面積 ： 約16ha
●満水時の水深 ： 約５０m～６０m

33/710

六角川洪水調整池
武雄河川事務所
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六角川洪水調整池の進め方

【予定地航空写真】

1.六角川洪水調整池の全体像は写真のよう
になります。

2.六角川洪水調整池の整備は、
①河道の付替え
②流入施設の整備
③調節施設の整備の三段階で行います。

※水を貯める部分については、現在も
採石が行われているため、今後形状
が変わります

六角川
①

③

②

武雄河川事務所
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河道の付替えの実施状況
武雄河川事務所
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高橋排水機場の増強

〇高橋排水機場の増設（５０m3/s⇒６１m3/s）
〇九州最大の排水能力を有する排水機場となる

増強工事後のポンプ

3号ポンプ
R4年3月完了

2号ポンプ
R5年3月完了

１号ポンプ
R6年3月完了

武雄河川事務所
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湛水池整備の状況（六角川）

六角川右岸（新橋上流）

間伐材（杉丸太＋杉板）による保護

ヨシ繁茂区間

湛水池設置区間

流入口

六角川位置

草地区間

牛津川

湛水池の構造

六角川横断図

湛水池

▼T.P.3.0m

▼T.P.2.7m

大潮の時に、この部分
から池に水が入るように
高さを決めています。

流入口の様子

湛水池の全景

大潮の時に、流入口から
水が入っています。

・池周りは、杉の丸太と板で
囲って保護しています。
・流入口は約２ｍでブロック
で保護しています。

・六角川に設置された「ヨシ繁茂抑制のために設置した湛水池」の概要です。
・六角川中流の流下能力が不足する区間に湛水池を設置して水の流れをスムーズにしています。

湛水池断面図
六角川

流入口
（深さ30cm）

堤防側

湛水池（深さ1m）

管理用通路

杉丸太
杉板

素掘
り

武雄河川事務所
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ヨシ繁茂抑制対策

新橋上流 印輪橋下流

六角川新橋

対策後

東川排水機場

東川排水機場

対策後

対策前対策前

武雄河川事務所
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ヨシ繁茂抑制対策の効果（新橋地点）

 令和３年８月洪水に対し、河道掘削、ヨシ繁茂抑制対策を実施することにより、

新橋付近での水位をHWL以下に低下（約８０㎝）することでポンプ運転調整を回避

させる。
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HWL  5.96約80㎝

K

令和3年8月洪水計算水位（対策実施後）5.92

※数値はシミュレーション結果によるもので検討状況により変更あり

令和3年8月洪水計算水位（現況）6.71

新 橋

武雄河川事務所
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牛津川遊水地

施工前

撮影：R1.7月初期湛水池
Ａ＝８ｈａ

越流堤

貯水池
Ａ＝９０ｈａ

周囲堤 Ｌ＝3,000m

排水機場
初期湛水池

武雄河川事務所
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牛津川引堤
武雄河川事務所
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特定都市河川指定の経緯

六角川の特徴と特定都市河川の指定までの動き

R1.8 令和元年８月豪雨による浸水被害

R1.12 「六角川水系緊急治水対策プロジェクト」策定
（激特事業等による再度災害防止対策に着手）

令和元年8月豪雨
浸水状況 (武雄市)
浸水面積
5,759ha
床上浸水家屋
1,209戸

令和3年8月豪雨
浸水状況（武雄市）
浸水面積
5,407ha
床上浸水家屋
1,248戸

第5回協議会の実施状況（R4.11）

R4.11 六角川水系流域治水協議会開催

六角川（椛島橋より上流）の特定都市河川指定に
向け調整を進めることを流域関係者と確認

R3.8 令和３年８月豪雨による浸水被害

R3.11 改正特定都市河川浸水被害対策法の施行
（特定都市河川の指定を全国の河川に拡大）

R4.3 「新・六角川水系流域治水プロジェクト」策定
（「特定都市河川浸水被害対策法等の活用」を位置づけ）

河道等の整備のみでは早期の浸水被害解消が困難であり、
特定都市河川の指定により、「流域治水」を本格的に実践

•六角川では、R3.8豪雨等により武雄市な
ど沿川地域で甚大な浸水被害が発生

•六角川は低平地を緩流する蛇行河川であ
り、約６ｍの干満差による潮位変動を受け
、 洪水時の排水が困難

河川対策を進めても床上浸水が約500戸残る
（図 新・六角川水系流域治水プロジェクト リーフレット抜粋）

ろっかくがわ

たけおがわ

六角川
洪水調節施設

浸水深（m）

牟田辺
遊水地

むたべ

牛津川
遊水地

うしづがわ

椛島橋
かばしまばし

浸水面積 約
4,400ha

浸水戸数 約2,250
戸

うち
床上浸
水

約500戸

椛島橋
（下流端）

河川区間：六角川水系六角川等の計33河川
流域面積：約99km2（流域内市町村：武雄市・嬉野市）

六角川(椛島橋より上流)

特定都市河川の指定

R5.3.28指定

かばしまばし

特定都市河川の指定内容

武雄市

嬉野市

R5.3 六角川を特定都市河川及び特定都市河川
流域に指定

武雄河川事務所
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浸水被害対策の基本方針（目標・重点整備地区の設定）

○ 目標は、令和３年８月降雨に対して、河川整備・雨水貯留浸透施設整備・既存施設を活用した流域対策・住ま
い方の工夫など、多層的な対策により、床上浸水の解消とする

○ 特定都市河川流域の中でも、水害常襲地区である橘地区・朝日地区・北方地区を重点整備地区として、流域
に降った雨を“貯留”する対策及び住まい方の工夫による浸水被害軽減に向けた取組を重点的に進める

○ 計画対象降雨を超える降雨に対しても、人命を守ることを最優先とし、経済被害の軽減に取り組む

武雄河川事務所
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浸水被害対策の基本方針（まちづくりの考え方・治水対策の方向性）

北方地区
まちづくりの考え方
・主要道路を中心とした交通網の整備と治水対策のバランスの
とれたまちづくりを目指す

治水対策の方向性
・山地部の既存施設の有効活用を進める
・平地部の水田等を活用した調整池の整備
・浸水被害防止区域等の区域指定と合わせた居住対策

最大貯留対策必要量３００万m3

橘地区
まちづくりの考え方
・営農と共存した住まい方を考えたまちづくりを目指す
治水対策の方向性
・六角川洪水調整池の整備により、床上浸水被害の
軽減を図る

・東川流域の排水対策
・浸水被害防止区域等の区域指定と合わせた居住対策

最大貯留対策必要量１５０万m3

朝日地区
まちづくりの考え方
・居住地と商業地がバランスよく発展する
まちづくりを目指す

治水対策の方向性
・山地部の既存施設の有効活用
・平地部の水田等を活用した調整池の整備
・浸水被害防止区域等の区域指定と合わせた
居住対策

最大貯留対策必要量１３０万m3

重点整備地区の浸水被害対策については、武雄市のまちづくりと連携し、土地利用への影響や
地域の意見などを踏まえながら、居住対策や貯留施設の規模などについて検討を進める

※最大貯留対策必要量は、これまでの整備に加え、六角川洪水調整池整備後に、計画対象降雨に対して
床上浸水を概ね解消するための必要貯留量を試算したものであり、今後の検討により変わる場合がある

武雄河川事務所
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